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反して３会合連続の利下げとなった。反対した

ク・ローゼングレン

が高いなかで、その影響についてＦＯＭＣ内の意見が分かれていることが示された。

げを主張し

 

ＦＲＢは、

今年３回目の利下げについて世界の情勢を踏まえて米国経済の力強さを保ち、継続的なリスクに対して

幾らかの保険を提供するために実施したとし、利下げは引き続き景気に意味ある支持を提供すると説明

した。 

 

声明文で

策について

ースで拡大していることを示している」、

食品を除くインフレ率は２％を下回っている」と前回から

て「景気見通しに対する国際的な情勢の影響、および抑制されたインフレ圧力を考慮した」とし、

続き世界経済の一段の減速やインフレ率の下振れの継続を挙げ、今回もリスク管理の強化による金融緩

和であることを指摘した。

景気見通しについては「今回の利下げ

の対称的な目標である２％に近いインフレ率という結果になる可能性が高いとの委員会の見通しを支

援する」と

と引き続き見通しの不確実性が

それでも、今後の

将来的な道筋を熟慮しながら、委員会は経済見通しに関する今後の情報が示唆するものを監視し続け、

景気拡大や力強い労働市場、対称的な２％目標近くのインフレの維持に向けて適切に行動するだろう

と景気拡大

ンジの適切な道筋を見極めるに当たり、経済見通しに関する今後の情報が示唆するものを監視し続ける

と緩和の方向性

 

前回まで

動するだろう
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今年３回目の利下げについて世界の情勢を踏まえて米国経済の力強さを保ち、継続的なリスクに対して
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それでも、今後の金融政策について声明文では

将来的な道筋を熟慮しながら、委員会は経済見通しに関する今後の情報が示唆するものを監視し続け、
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の対称的な目標である２％に近いインフレ率という結果になる可能性が高いとの委員会の見通しを支
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将来的な道筋を熟慮しながら、委員会は経済見通しに関する今後の情報が示唆するものを監視し続け、

景気拡大や力強い労働市場、対称的な２％目標近くのインフレの維持に向けて適切に行動するだろう
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は、経済活動の持続的な拡大、力強い労働市場の状況、ＦＲＢ

の対称的な目標である２％に近いインフレ率という結果になる可能性が高いとの委員会の見通しを支

しかし、このような見通しの不確実性は続いている」

委員会は、ＦＦ金利目標の誘導レンジの

将来的な道筋を熟慮しながら、委員会は経済見通しに関する今後の情報が示唆するものを監視し続け、

景気拡大や力強い労働市場、対称的な２％目標近くのインフレの維持に向けて適切に行動するだろう

委員会は、ＦＦ金利目標の誘導レ
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かったため、
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パウエルＦＲＢ議長は、

今年３回目の利下げについて世界の情勢を踏まえて米国経済の力強さを保ち、継続的なリスクに対して

幾らかの保険を提供するために実施したとし、利下げは引き続き景気に意味ある支持を提供すると説明

ったが、金融政

判断が「労働市場は強いままで、経済活動は緩やかなペ

「前年比で、全体のインフレ率とエネルギー・

、今回利下げを実施した背景とし

「景気見通しに対する国際的な情勢の影響、および抑制されたインフレ圧力を考慮した」とし、引き

世界経済の一段の減速やインフレ率の下振れの継続を挙げ、今回もリスク管理の強化による金融緩

は、経済活動の持続的な拡大、力強い労働市場の状況、ＦＲＢ

の対称的な目標である２％に近いインフレ率という結果になる可能性が高いとの委員会の見通しを支

しかし、このような見通しの不確実性は続いている」

委員会は、ＦＦ金利目標の誘導レンジの

将来的な道筋を熟慮しながら、委員会は経済見通しに関する今後の情報が示唆するものを監視し続け、

景気拡大や力強い労働市場、対称的な２％目標近くのインフレの維持に向けて適切に行動するだろう」

委員会は、ＦＦ金利目標の誘導レ

ンジの適切な道筋を見極めるに当たり、経済見通しに関する今後の情報が示唆するものを監視し続ける

景気拡大や力強い労働市場、対称的な２％目標近くのインフレの維持に向けて適切に行

、あえて変更
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今年３回目の利下げについて世界の情勢を踏まえて米国経済の力強さを保ち、継続的なリスクに対して

幾らかの保険を提供するために実施したとし、利下げは引き続き景気に意味ある支持を提供すると説明

政

判断が「労働市場は強いままで、経済活動は緩やかなペ

「前年比で、全体のインフレ率とエネルギー・

、今回利下げを実施した背景とし

引き

世界経済の一段の減速やインフレ率の下振れの継続を挙げ、今回もリスク管理の強化による金融緩

は、経済活動の持続的な拡大、力強い労働市場の状況、ＦＲＢ

委員会は、ＦＦ金利目標の誘導レンジの

将来的な道筋を熟慮しながら、委員会は経済見通しに関する今後の情報が示唆するものを監視し続け、
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 ／ マクロ経済分析
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